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㈱保谷硝子　保谷工場（昭和35～41年ごろ）
西東京市中央図書館地域・行政資料室所蔵

現在の下保谷2丁目

（注）「相対的貧困」
収入から税金や社会保険料などを差し引いた可処分所得を世
帯員数の平方根で割った値である等価可処分所得が、全人口
の中央値の半分より低い場合を指します。

今月号の内容

２面…伝わるコミュニケーションのコツ
　　　谷戸の自然と歴史・文化を学ぶ講座Ⅲ
　　　障がいを理解する講座 ほか
３面…芝久保公民館まつり
　　　地域課題を考える講座 ほか

昭
和
16（
１
９
４
１
）年
、保
谷
町
下
保
谷（
現
西
東
京
市
下
保
谷
）で「
東

洋
光
学
硝
子
製
造
所
」と
し
て
創
業
。そ
の
後
、何
回
か
の
変
更
を
経
て
、昭

和
35
年
、商
号
が「
㈱
保
谷
硝
子
」に
な
り
ま
し
た（
現
在
は
Ｈ
Ｏ
Ｙ
Ａ
株
式

会
社
）。保
谷
工
場
の
敷
地
は
、昭
和
41
年
に
売
却
さ
れ
ま
し
た
。
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「
子
ど
も
食
堂
」
は
、
経
済
的
な

理
由
か
ら
十
分
な
食
事
を
摂
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
り
、
親
が
忙
し
す

ぎ
て
ひ
と
り
で
食
事
を
し
た
り
す
る

子
ど
も
に
対
す
る
支
援
と
し
て
始
ま

り
ま
し
た
。現
在
、日
本
で
は
、子
ど

も
の
６
人
に
１
人
は
相
対
的
貧
困

（注）

の
状
況
に
あ
り
ま
す
。
特
に
ひ
と
り

親
家
庭
の
子
ど
も
の
場
合
、
２
人
に

１
人
は
貧
困
状
況
に
あ
り
ま
す
。
子

ど
も
の
貧
困
は
、
子
ど
も
が
育
つ
世

帯
の
貧
困
の
問
題
で
あ
り
、
親
た
ち

の
貧
困
問
題
で
す
。
ひ
と
り
親
家
庭

が
貧
困
状
況
に
あ
る
の
は
就
労
収
入

が
低
い
た
め
に
世
帯
収
入
が
低
い
か

ら
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
分
な
社

会
保
障
が
届
い
て
い
な
い
か
ら
で
す
。

日
本
で
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
、

長
時
間
労
働
す
る
夫
と
無
業
あ
る
い

は
家
計
補
助
的
に
働
い
て
家
事
育
児

介
護
を
す
べ
て
引
き
受
け
る
妻
、
子

ど
も
と
い
う
家
族
を
標
準
モ
デ
ル
と

す
る
男
性
稼
ぎ
主
シ
ス
テ
ム
が
で
き

あ
が
り
、
男
性
に
は
安
定
的
雇
用
と

妻
子
を
扶
養
で
き
る
賃
金
が
保
障
さ

れ
て
き
ま
し
た
。Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ（
経
済
協

力
開
発
機
構
）
の
資
料
に
よ
る
と
、

子
育
て
を
し
て
い
る
男
女
の
賃
金
格

差
は
男
性
を
100
と
す
る
と
女
性
は
39

で
、
格
差
は
先
進
国
の
中
で
最
大
で

す
（
２
０
１
２
年
）。
賃
金
格
差
は
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
中
で
も
特
に
男
性

稼
ぎ
主
に
頼
れ
な
い
シ
ン
グ
ル
マ
ザ

ー
の
生
活
を
直
撃
し
ま
す
。

で
す
か
ら
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
貧

困
を
解
決
す
る
に
は
、
男
女
の
賃
金

格
差
の
是
正
、
同
一
価
値
労
働
同
一

賃
金
の
実
現
、
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
が
有
効
で
す
。
非
正
規
雇
用
を
正

規
雇
用
に
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

今
、
全
国
的
に
広
が
っ
て
い
る
子

ど
も
食
堂
は
と
て
も
貴
重
な
取
り
組

み
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、行
政
が
、子
ど
も
食
堂
の

支
援
さ
え
し
て
い
れ
ば
子
ど
も
の
貧

困
対
策
に
な
る
と
い
う
認
識
を
持
つ

の
は
間
違
い
で
す
。
行
政
に
よ
る
子

ど
も
食
堂
へ
の
支
援
は
、
場
所
の
提

供
な
ど
に
留
ま
っ
て
い
た
方
が
い
い
。

ブ
ー
ム
だ
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

子
ど
も
食
堂
に
は
農
家
の
方
が
作
物

を
提
供
し
て
く
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
の
支
援
が
ど
ん
ど
ん
入
っ

て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
市
民

の
自
主
的
な
も
の
で
ま
か
な
っ
て
い

く
の
が
本
来
の
形
だ
と
思
い
ま
す
。

自
治
体
の
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に

は
、
子
ど
も
の
育
つ
世
帯
の
問
題
を

解
決
す
る
視
点
、
収
入
増
を
ど
う
実

現
す
る
か
と
い
う
視
点
が
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
や
は
り
行
政
に
は
個

別
の
人
を
支
援
す
る
責
務
が
あ
り
ま

す
。
手
当
の
支
給
も
そ
う
で
す
し
、

親
と
つ
な
が
っ
て
抱
え
て
い
る
問
題

を
解
決
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
な
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
道
が
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
食
堂
は
社
会
の
構
造
的
な

問
題
を
す
ぐ
に
変
え
る
よ
う
な
仕
掛

け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
う
い
っ
た
市
民
主
体
の
支
援
が
活

性
化
す
る
こ
と
は
、
公
的
な
支
援
に

つ
な
が
れ
な
い
で
い
る
方
の
、
あ
る

種
の
生
存
を
守
っ
て
い
く
の
か
な
と

思
い
ま
す
。

子
ど
も
食
堂
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
可

能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
こ
と
は
何
で
も
家
族
が

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
社
会

の
中
で
、
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
時
に
頼
れ
た
り
、
訴
え
た
り
で
き

る
親
以
外
の
大
人
と
の
つ
な
が
り
を

持
つ
こ
と
が
、
子
ど
も
に
と
っ
て
大

切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
同
時
に
、

孤
立
し
て
い
る
高
齢
者
や
引
き
こ
も

り
が
ち
な
方
の
居
場
所
に
も
な
っ
て

い
て
、
子
ど
も
食
堂
が
意
図
し
て
い

な
か
っ
た
、
地
域
の
中
の
結
び
直
し

の
よ
う
な
機
能
も
持
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
フ
ォ
ー
マ
ル
な
組
織
で
は

な
い
の
で
、
困
っ
て
い
る
人
が
い
た

場
合
に
受
け
入
れ
や
す
い
。「
近
所

に
あ
ま
り
食
事
を
摂
れ
て
い
な
い
お

年
寄
り
が
い
る
」
と
い
っ
た
話
が
実

際
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
子
ど
も
食
堂

も
あ
る
よ
う
で
す
。
運
営
し
て
い
る

方
た
ち
自
身
も
み
ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ

事
情
を
抱
え
て
い
る
中
で
、
ち
ょ
っ

と
ず
つ
力
を
貸
す
こ
と
で
、
自
分
自

身
の
問
題
も
ど
こ
か
で
共
有
で
き
る
。

子
ど
も
食
堂
に
は
そ
う
い
っ
た
機
能

が
含
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
回
、
公
民
館
主
催
講
座
が
き
っ

か
け
で
、
こ
う
い
っ
た
多
機
能
な
地

域
の
つ
な
が
り
を
内
包
し
う
る
よ
う

な
支
援
が
盛
り
上
が
っ
て
い
っ
た
こ

と
は
、
誇
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
ね
。
私
も
所
属
団
体
で

「
ひ
と
り
親
家
庭
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
」
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ど

う
し
て
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
と
か
、
相
談
・
支
援
を
し
て
い
く

と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
な
ど
少

し
ず
つ
学
び
な
が
ら
、
つ
な
が
り
を

作
っ
て
い
く
の
が
い
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

①わいわいクッキング
    田無公民館　地下実習室
    （南町５－６－１１）

※芝久保町には、「しばくぼーの」があります。

　田無公民館では、平成26、27年度に、社会問題講座「子どもの貧困に向きあう地域をつく
る」「同パート２」を実施しました。学ぶ中で自分に何ができるかを考え合った26年度の受
講者は、講座終了後、サークル「西東京わいわいネット」を立ち上げ、27、28年度の同公民館
主催事業（子ども食堂「わいわいクッキング」）に協力しています。
　公民館が把握しているところでは、現在、市内には子ども食堂が５カ所あり、それぞれの
方法で子どもたちを受け入れています。自分を受け入れてくれるおばさんやおじさんと出
会う子どもたちにとっての居場所は、地域の中に新しいつながりを生み出しています。

②木・々 子ども食堂
    コミュニティーレストラン木・々
    （保谷町６－２５－１）
　　　　　042－425－6800

④ねんりん子ども食堂
    サポートハウス年輪
    （田無町５－４－８第一和光ビル 1F）
　　　　　　　　　042－466－2216

③放課後キッチン・ごろごろ（Ｈ・Ｋ・Ｇ）
    ほっとハウスみどり
    （緑町２－２０－８）
　  042－466－3323

あ
か 

い
し  

ち    

え   

こ

ガ   

ラ   

ス

も く も く

写
真
で
見
る
　
い
ま
む
か
し

㈱
保
谷
硝
子  

保
谷
工
場

み
ん
な
で
楽
し
く
温
か
い
ご
飯
を
食
べ
る
地
域
の
中
の
居
場
所
、「
子
ど
も
食
堂
」。
子
ど
も
た
ち

に
無
料
で
食
事
を
提
供
す
る
、
こ
の
市
民
の
活
動
が
、
今
、
西
東
京
市
で
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

き
っ
か
け
は
、
田
無
公
民
館
の
講
座
で
し
た
。

市
内
在
住
で
、
講
座
の
講
師
も
務
め
た
赤
石
千
衣
子
さ
ん
（
し
ん
ぐ
る
ま
ざ
あ
ず
・
ふ
ぉ
ー
ら
む

理
事
長
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

市内にひろがる子ども食堂 ～きっかけは公民館～

子
ど
も
の
貧
困
が
問
う
も
の

〜
ひ
と
り
親
家
庭
の
現
状
か
ら
〜

市
民
の
活
動
が
支
え
る
も
の

子
ど
も
食
堂
〜
そ
の
可
能
性
〜

地
域
、結
び
直
す
「
子
ど
も
食
堂
」

西東京市
11 月 1 日

編集　公民館だより編集室
発行　西東京市公民館
毎月第４月曜日は休館日です
柳沢公民館 柳沢1ｰ15ｰ1　☎042・464・8211　kouminkan@city.nishitokyo.lg.jp
田無公民館 南町5ｰ6ｰ11　☎042・461・1170　tana-kou@city.nishitokyo.lg.jp
芝久保公民館 芝久保町5ｰ4ｰ48 ☎042・461・9825　shiba-kou@city.nishitokyo.lg.jp

谷戸公民館 谷戸町1ｰ17ｰ2　☎042・421・3855　yato-kou@city.nishitokyo.lg.jp
ひばりが丘公民館 ひばりが丘2ｰ3ｰ4  ☎042・424・3011  hibari-kou@city.nishitokyo.lg.jp
保谷駅前公民館 東町3ｰ14ｰ30 ☎042・421・1125　ekimae-kou@city.nishitokyo.lg.jp

声の「公民館だより」をお届けしています。知り合いで希望される方がいらっしゃいましたら、谷戸図書館（電話042-421-4545）へお問い合わせください。
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平安大吉 鳥の図象寿

　日常のさまざまな場面で困っている外国の方へ
積極的に声を掛けるためのコミュニケーション力
を学びます。英語は初級程度です。
時 水曜日 19時～20時半
場 保谷駅前公民館
対 市内在住・在勤・在学者
定 20人（申込多数の場合は抽選）
申 11月8日（火）17時までに電話かメールで保谷

駅前公民館へ

　障がいがある人、ない人が、よりよく生活でき
るために必要なことを、さまざまな視点で考えて
みませんか。
時 14 時～16時
場 芝久保公民館
対 市内在住・在勤・在学者優先
定 25人（申込多数の場合は抽選）
申 11月8日（火）17時までに電話かメールで芝久

保公民館へ

　谷戸地域周辺の歴史を探りましょう。
※今回の参加者有志で、来年度の歴史講座を企画します。

場 ①谷戸公民館②谷戸周辺
対 市内在住・在勤・在学者
定 20人（申込多数の場合は抽選）
申 11月11日（金）12時までに電話かメールで谷

戸公民館へ

時 11月1日(火)～11月25日（金）
場 芝久保公民館

【まちがいさがしの答え】
①星　②船　③葉　④灯台の模様の色の順番　⑤石

場 柳沢公民館
申 当日、上映30分前から受け付けをします。直接視聴覚室までお越しくださ

い。上映時間前の入場にご協力お願いします。
定 50人（先着順です。定員に達した場合、入場をお断りすることがあります。

あらかじめご了承ください。）

「許されざる者」
（2013年/日本/2時間15分）
11月9日（水）　14時～
監　督：李 相日 
出　演：渡辺 謙　 柄本 明  ほか

「許されざる者」
（1992年／アメリカ／2時間11分）
11月25日（金）　19時～
監　督：クリント・イーストウッド 
出　演：クリント・イーストウッド
　　　   ジーン・ハックマン  ほか

ムービールーム柳沢

　いざという時慌て
ないために、災害時の
課題を掘り起こし、備
えにつなげましょう。
『東京防災』から備え
の基本を学びます。
時 12月3日（土）10時半～12時半
場 ひばりが丘公民館
対 市内在住・在勤・在学者優先
定 20人（申込順）
内 ①東京防災学習セミナー（『東京

防災』から学ぶ首都直下地震等へ
の備え、マンション・集合住宅の
防災対策）②参加者情報交換

講 佐藤 正（一般財団法人自衛隊援
護協会事務局長）

持 『東京防災』（東京都防災ブック）
申 11月2日（水）10時から電話かメ

ールでひばりが丘公民館へ

　子どもの貧困とは何か、なぜ起き
ているのか、子どもの貧困対策や支
援の取り組みについて学びます。
時 ①12月3日（土）②12月10日（土）

14時～16時 
場 芝久保公民館
対 市内在住・在勤・
　 在学者優先
定 30人（申込多数の場合は抽選）
講 ①②増山 均(早稲田大学文学学

術院教授)②大田なぎさ（スクー
ルソーシャルワーカー）

協力 キルト・ネットの会、芝久保公
民館利用者連絡会ほか

申 11月25日(金)12時までに電話か
メールで芝久保公民館へ

※地域でつくる教育ネットワーク講座は
青少年が安心して暮らせる地域づくり
を目指しています。

　来年の谷戸まつりは4月22日(土)、
23日(日)に開催します。参加を希望
する団体は、実行委員会にご出席く
ださい。個人参加もできます。
時 ①12/3②1/14③2/4④3/4
　 ⑤3/18⑥4/1土曜日10時～
場 谷戸公民館
呼びかけ 
　第28回谷戸まつり実行委員会
今年は熊本を支援しました
第28回谷戸まつりで集まった募金・バ
ザー売上金に、まつりの収益金の一部を加
えて、「日本障害フォーラム（JDF）熊本支
援センター」に送りました。

　健康維持のため、音楽を感じて楽
しく身体を動かしゲーム感覚で脳ト
レーニング。笑いでリラックスです。
最終日には自然に触れる市内散策に
出かけます。
時 ①11月7日（月）②11月14日（月）

③11月21日（月）④11月29日（火）
10時～12時

場 芝久保公民館
対 おおむね50歳以上の市内在住者
定 25人（申込多数の場合は抽選）
講 ①～③中野みゆき（健康体操指導

員）④中村賢司（西東京自然を見
つめる会代表）

申 11月4日(金)12時ま
でに電話かメールで
芝久保公民館へ

　ひとつの文字にじっくり向き合う
ものづくりの楽しさを体験します。
時 11月16日・11月30日・12月7日
　 水曜日14時～16時
場 芝久保公民館
対 市内在住・在勤者
定 10人（申込順）
内 ①～③の文字・図像からひとつ選

んで石に写して彫り、印を作る
講 土田古柊（篆刻の会代表）
￥ 1,000円（材料費）
申 11月7日（月）10時から電話で芝

久保公民館へ

時 11月19日（土）
　 19時～20時半
場 柳沢公民館
出演団体（出演順）
ソネット（合唱）
オカリーナ柳沢（オカリナ）
LOVE2クラリネッツ♪（クラリネット）
※当日、直接会場にお越しください

　電気と地球温暖化の関係について
考えませんか。
時 11月21日（月）14時～15時半
場 柳沢公民館
定 25人（申込順）
講 田代大輔（気象予報士、防災士、元

ＮＨＫ気象キャスター）
申 電話で柳沢公民館へ

　第1回実行委員会を開催します
時 11月5日（土）9時半～12時
場 田無公民館

【協力：西東京シネマ倶楽部】

「西東京市在住の若手映画監督の作品上映会～上映とトーク～」
「西東京市民映画祭・自主制作映画コンペティション」で
受賞経験のある西東京市在住の３人の監督の作品を上映
し、お話を伺います。
時 11月５日（土）13時半～16時半
定 80人（先着順）
長尾雄一郎監督　「ＣＨＲＯＮＯ（クロノ）」（2012年 シネマ倶楽部特別賞受賞）
日原進太郎監督　「パン屋の息子」（2015年 優秀作品賞受賞）
リ・キュークン監督　「犬の夢」（2015年 アニメ優秀作品賞受賞）

特別企画

① ② ③

１ 11/16

２ 11/23

３ 11/30

４ 12/7

５ 12/14

月日 内　容 講　師回

多文化共生ってなんだろう?

外国人とのコミュニケーションの取り方
異文化ワークショップ
やさしい日本語入門

外国人と話そう①「まちかどで」
簡単な英語とやさしい日本語

外国人と話そう②「駅で」
簡単な英語とやさしい日本語

外国人と話そう③「総集編」
講座の振り返りと今後に向けて

山辺真理子
（NIMIC代表理事）

清水智子・小野千穂
（NIMIC）
外国人市民

山辺真理子
外国人市民

1 11/15（火）

2 11/22（火）

3 12/2（金）

4 12/13（火）

5 12/20（火）

月　日 内　容 講　師回

相模原の事件から人権につ
いて考える

地域で暮らす中途障がいの
ある人のいまを知る

人権保障としての法整備を
学ぶ（差別解消法など）

講座全体の振り返りや共有
のための意見交換

パソコンで豊かな生活をつくる
（視覚障がいがある人への支援）

佐田光三郎（障害者と家族の権
利を守る都民連合会事務局長）

箭田裕子（社会福祉法人武蔵野
生活リハビリサポートすばる）

圓山みち子
（NPO法人スラッシュ代表）

担当職員 ほか

佐田光三郎

１

２

日　時 内　容 講　師回

11/22（火）
14時～16時

11/29（火）
10時～12時

歴史散歩
田無のルーツ「谷戸」を訪ねる

近辻喜一
（田無地方史研究会代表)

※NIMIC＝西東京市多文化共生センター

地元農家が語る谷戸周辺地域
の今昔（祖父母から聞いた話、
子どものころの話など）

保谷隆司
（市内農家・保谷ばやし保
存会会員）

てん    こく

こしゅう

や だ

まるやま

リ    サンイル

芝久保 芝久保 芝久保

芝久保

保谷駅前

柳沢

伝わるコミュニケーションのコツ
芝久保 障がいを理解する講座

地域で共に生きるために
谷戸

谷戸

柳沢

柳沢

谷戸の自然と歴史・文化を学ぶ講座Ⅲ

谷戸の歴史を訪ねて

ちいさな展示会

サークル「はなみずき」作品展
「がまぐちポーチ・タッセルetc」

創作体験講座 地域でつくる教育ネットワーク講座

子どもの今を
「子どもの貧困」から考える

まちづくり講座②公開講座

地球は大丈夫？
地球温暖化と異常気象

第29回
谷戸まつり実行委員会開催

高齢者対象講座

家庭の防災・地域の防災
～本当に必要な備えとは？～

篆刻のたのしみ

第55回
ロビーコンサート

田無 第11回
田無公民館まつり
実行委員会

身体づくりと自然散策！
防災講座ひばりが丘

西東京市公民館だより2016. 11. 1 （2）
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空き缶ごはん

あ
な
た
の
健
康
と

　
　
　

太
極
拳
運
動
に
つ
い
て

田
無
太
極
拳
愛
好
会

　

あ
な
た
の
元
気
な
健
康
寿
命
を
大

き
く
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。
太
極
拳
運

動
24
式
の
講
演
と
実
技
会
で
す
。
初

心
者
大
歓
迎
。

時 

11
月
15
日
（火） 

13
時
半
〜
16
時

場 

田
無
公
民
館

定 

30
人
（
先
着
順
）

講 

下
田
照
美
（
日
本
太
極
拳
ク
ラ

ブ
協
議
会
指
導
者
）

連 

河
村
☎
042
・
469
・
３
４
４
０

被
曝
牛
300
頭
と
と
も
に

　
　

原
発
の
時
代
を
乗
り
越
え
る

原
発
は
い
ら
な
い　
　
　
　

西
東
京
集
会
実
行
委
員
会

　

福
島
第
一
原
発
事
故
の
生
き
証

人
・
被
曝
牛
を
飼
い
続
け
る
講
師
と

共
に
「
原
発
と
命
」
の
問
題
に
向
き

合
い
、生
き
方
・
あ
り
方
を
考
え
ま
す
。

時 

11
月
20
日
（日） 

14
時
〜
17
時

場 

柳
沢
公
民
館

定 

120
人
（
先
着
順
）

講 

吉
澤
正
巳
（
希
望
の
牧
場
・
ふ

く
し
ま
代
表
）

￥ 

100
円
（
資
料
代
）

連 

柳
田
☎
042
・
461
・
３
２
４
６

こ
の
絵
本
は
、折
に
触
れ
、私
に
問

い
か
け
て
く
る
、た
い
せ
つ
な
一
冊

で
す
。

彫
刻
家
の
エ
リ
に
作
ら
れ
た
小
人

た
ち
は
、毎
日
毎
日
、金
色
の
星
シ
ー

ル
と
、灰
色
の
だ
め
印
シ
ー
ル
を
お

互
い
に
貼
り
つ
け
あ
っ
て
暮
ら
し
て

い
ま
し
た
。そ
ん
な
中
、灰
色
シ
ー
ル

を
い
っ
ぱ
い
貼
ら
れ
た
パ
ン
チ
ネ
ロ

は
、金
色
シ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
の
小
人

か
ら
笑
い
も
の
に
さ
れ
た
り
し
て
、

自
分
の
存
在
を
肯
定
で
き
ず
、家
か

ら
出
に
く
く
な
り
ま
す
。

悩
ん
だ
パ
ン
チ
ネ
ロ
が
エ
リ
に
会

い
に
行
く
と
、エ
リ
は
、「
シ
ー
ル
が

付
く
よ
う
に
し
て
い
る
の
は
、お
ま

え
自
身
だ
」そ
し
て
、「
一
人
ひ
と
り

を
別
々
な
個
性
で
、そ
れ
ぞ
れ
特
別

な
価
値
あ
る
存
在
に
作
っ
た
」と
話

し
ま
す
。

シ
ー
ル
の
色
で
先
入
観
を
持
っ
て

し
ま
い
、お
互
い
の
等
身
大
の
良
さ

が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？　

私
も
、隣
人

の
肩
書
や
評
価
を
取
り
払
っ
て
、初

め
て
見
え
て
く
る
真
の
魅
力
に
出
会

い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

メールでの
講座申込方法

アドレス：１面参照
件名：講座名
本文：氏名・電話番号・
　　　住所・年代
※後日確認メールを送り
ます。届かない場合は
お手数ですが、電話で
お問い合わせください。

　空気のひみつ
を学んで、ドーム
をつくろう。科学
好きな子募集！
時 11月27日（日）
　 10時～12時
場 芝久保公民館
対 市内在住の小学生
定 20人（申込多数の場合は抽選）
講 土井美香子（NPO法人ガリレオ
工房理事）

申 11月7日(月)12時までに電話か
メールで芝久保公民館へ

　パステルを削って、指やコットン
で描く簡単なアートです。色遊びで
イメージをつかみ、クリスマス柄で
癒されます。
時 11月25日(金)10時～12時
場 谷戸公民館
対 市内在住・在勤・在学者
定 6人(申込多数の場合は抽選)
講 田辺妃登美（パステルシャインア
ートインストラクター）

￥ 250円（材料費）
申 11月17日（木）ま
でに電話かメール
で谷戸公民館へ

　災害が起きて電気やガス、水道が使
えなくなったら…。そんな時でもでき
るお米の炊き方を教えてもらおう！
時 12月10日（土）10時～12時半　
場 谷戸公民館・西東京いこいの森公園
対 市内在住の小学生（小学校３年生
以下は保護者同伴）

定 20人（申込順）
講 小野修平（ジョージ防災研究所代表・
防災アドバイザー）

持 お米1合
申 11月2日(水)9時か
ら電話かメールで
谷戸公民館へ

　AED講習、初期消火訓練、通報訓
練のほか、首都直下型地震シミュレ
ーション映画を見ます。訓練後、アル
ファ米の試食をします。
時 12月3日（土）12時～13時45分
場 谷戸公民館
対 市内在住・在勤・在学者
定 30人（申込順）
協力 西東京消防署、田無警察署
申 11月2日（水）9時から
　 電話かメールで
　 谷戸公民館へ

清水ひとみ
（柳沢在住）

柳沢公民館フェスティバル

ヤギフェス!! Vol.６
～つながる や ぎ さ 輪

　地域の若者たちの発表の場「柳フェス！」から
全世代が参加するイベント「ヤギフェス!!」へ。ス
テージ発表、展示、体験コーナーなど準備中です。
どうぞお楽しみに!!　詳細は12月1日号で！ 
時 12月４日（日）10：00～17：00（予定）
場 柳沢公民館

（
マ
ッ
ク
ス
・
ル
ケ
ー
ド
作
、セ
ル
ジ
オ
・
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
絵
、

ホ
ー
バ
ー
ド
・
豊
子
訳
、い
の
ち
の
こ
と
ば
社
刊
）

◆26日（土）　視聴覚室
・コーラス（コール・ドルチェ)　13:30～14:05
・コーラス（TTG森のくまさん合唱団）　14:10～14:45
・ウクレレとフラ（赤いレイ）　14:50～15:25
◆26日（土）　和室
・小倉百人一首カルタ取り（田無百人一首の会） 13:00～16:00

◆27日（日）　公民館前
・よさこいソーラン （TANASHIソーラン会）　12:10～12:25
※よさこいソーランの演技は、警察署の道路使用許可に基づき芝久保公民館
前の道路で行います。車などの迂回のご協力をお願いします。

 １階ロビー
◆26日（土）・27日（日）工作体験（西原自然公園を育成する会、
西東京自然を見つめる会）10：00～16：00
◆27日（日）プラバンでキーホルダー作り（はなみずき）
　10：00～15：30
 ２階ロビー
◆26日（土）木工体験　ブローチ等（ＷＯＯＤ遊）
　10：00～16：00
◆26日（土）・27日（日）革小物製作体験（「エコで革小物を」
芝久保教室）10：00～
◆27日（日）パッチワーク体験　なべつかみ（フレンドシップ
キルト・オードリー）10：00～16：00
 視聴覚室
◆おうちで出来る気功（だいすき西東京の会）10：00～11：45

◆26日（土）　図書館おはなしコーナー
・おはなし会（かにむかし）13:00～14:00
◆26日（土）　保育室
・絵本読み聞かせ（Ｒing Ring）　15:00～16:00
◆26日（土）・27日（日） ・スタンプラリー10:00～15:00

◆26日(土) 10:00～16:00・27日（日）10:00～15:00
・コーヒー、紅茶、ジュース、パン（芝久保公民館利用者連絡会)
・エスニック屋台　（西東京市国際交流協会）
・綿あめ（田無第三中学校PTA）

不要食器類（お茶碗、お皿、小鉢、湯飲みなど）を回収します！
ガラス器、土鍋、花瓶、自作品は受け取れません。
回収してもう一度粘土にします。壊れたり、使わなくなっている
食器をお持ちください。

福島県新地町の「しんちまち生涯学習フェスティバル」に応援募
金を届けます。

◆27日(日）　視聴覚室
〇空気であそぼう　「新聞紙ドーム」　10:00～12:00
～みんなでドームに入ろう～
〇エンジョイ 里山タイム
◎あそびタイム　　13:00～13:50　　小学生50人
　「草木染、カブトムシ・クワガタ工作、その他」
◎映画タイム　　14:00～15:00
＊「さくらとサクリン～雑木林のひみつ～」ほか

◆26日（土）・27日（日）
・展示と工作 （西東京自然を見つめる会、西原自然公

園を育成する会、｢エコで革小物を｣芝
久保教室）

・キルト展示 （フレンドシップキルト・オードリー）
・陶芸作品 （陶芸ポエム、陶久会、陶美会、陶遊会、陶

和会、窯友会、土窯クラブ、陶酔会、陶心
会、風楽土）

・水彩、油彩作品 （パレットの会、彩美会）
・木工作品 （ＷＯＯＤ遊、木工クラフト）
・活動紹介と展示 （都市計画道路田無３・４・７を考える会、

だいすき西東京の会、ラマーミトゥルの
会、「エコで革小物を」芝久保教室）

・保育サークルの展示 （ハッピークローバー、はなみずき）

主催　芝久保公民館まつり実行委員会・芝久保公民館
協力　芝久保図書館
☆駐車場はありません。車でのご来館はご遠慮ください。
※詳しくは、各公民館に配布してあるプログラムでご確認ください。 ※27日（日）9時から、市内農家団体による市内産野菜の頒布があります。

ふりがな

ひ　と　み

芝久保

市
民
企
画
事
業

公
民
館事

業
案
内

谷戸子ども体験講座

空気であそぼう
「新聞紙ドーム」

ロビーミニ講習会 谷戸 地域課題を考える講座

生きる力をつける！
子ども防災講座

色と遊ぶ
～パステルシャインアート～

谷戸 地域防災・安全講座

いざという時に
動けるように

～笑顔でつなぐふれあいの“わ”～
第34回

予告

『
た
い
せ
つ
な
き
み
』

「笑顔でつなぐ　ふれあいの“わ”」をテーマに「まつり」を開催します。サークルのみんなと、中学生ボランティアが、笑顔でお迎えします。

26日（土）・27日（日）11月
９時～17時
（27日は16時まで）

発表の部

路上ライブ

体験コーナーの部子どもコーナー

いこいのコーナー

体験・イベントコーナー

展示の部

おちゃわんリサイクル（２階ロビー）

バザーと応援募金（２階ロビー）

西東京市公民館だより 2016. 11. 1（3）

時とき 場ところ 対 対象 定 定員 講 講師 申 申込 （3面左下）¥ 費用等 持 持ち物 連 連絡先 メール申込



記
念
日
に
ち
な
ん
だ
ま
ち
が
い
さ
が
し
絵
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
ま
ち
が
い
は
５
つ
。
解
答
は
２
面
下
に
。

※タッチの違いや色の濃淡はまちがい
に含みません。

お
た
の
し
み
川
柳

今
月
の
お
題
「
母
」

編
集
室
で
は
、
み
な
さ
ま
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
お
近
く
の
公
民
館
に
郵
送
、

メ
ー
ル
、
持
参
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

１
月
号
の
お
題
「
父
」で
す

11
月
15
日
（火）

締　

 

切

公
民
館
運
営
審
議
会
の
、
定
例
的

な
審
議
事
項
と
し
て
、「
事
業
計
画

書
・
事
業
報
告
書
に
つ
い
て
」
が
あ

り
ま
す
。
事
業
年
度
の
、
第
２
四
半

期
を
む
か
え
た
こ
の
時
期
に
は
、
各

館
の
年
度
事
業
目
標
に
そ
っ
た
、
主

催
事
業
講
座
が
具
体
的
な
計
画
書
と

し
て
、
多
数
提
示
さ
れ
て
き
ま
す
。

会
の
重
要
テ
ー
マ
と
し
て
、
起
草
委

員
会
の
報
告
を
も
と
に
審
議
を
重
ね

て
い
ま
す
。
公
民
館
運
営
審
議
会
と

し
て
は
、
諮
問
が
な
さ
れ
た
背
景
の

検
討
、
西
東
京
市
公
民
館
の
主
催
事

業
が
ど
の
よ
う
な
課
題
を
か
か
え
て

い
る
か
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
公
民
館

主
催
事
業
に
つ
い
て
、
答
申
案
の
集

約
を
は
か
る
作
業
を
続
け
て
い
ま
す
。

公
民
館
運
営
審
議
会

　

11
月
30
日
（水） 

18
時
半
〜

　

柳
沢
公
民
館

　

事
業
計
画
・
報
告
に
つ
い
て

　

柳
沢
公
民
館

　

☎
042
・
464
・
８
２
１
１

希
望
す
る
方
は
傍
聴
で
き
ま
す

西
東
京
市
平
和
美
術
展

平
和
美
術
展

　

平
和
の
尊
さ
を
忘
れ
ず
、
核
廃
絶

の
一
日
も
早
い
実
現
を
願
い
、
平
和

だ
か
ら
描
け
る
、
書
け
る
、
写
せ
る
、

創
れ
る
作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

11
月
７
日
（月）
〜
13
日
（日）
／
９
時
〜
20

時
（
初
日
10
時
か
ら
最
終
日
16
時
ま

で
）
／
柳
沢
公
民
館
／
神
中
☎
042
・

423
・
６
２
５
８

第
26
回
ふ
れ
あ
い
写
真
展

ふ
れ
あ
い
協
議
会
写
真
ク
ラ
ブ

　

恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
ふ
れ
あ
い

写
真
展
も
回
を
重
ね
て
26
回
目
と
な

り
ま
し
た
。
力
作
ぞ
ろ
い
で
す
。
ぜ

ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

11
月
11
日
（金）
〜
15
日
（火）
／
10
時
〜
17

時
（
初
日
11
時
か
ら
）
／
保
谷
駅
前

公
民
館
／
福
間
☎
03
・
３
９
２
５
・

２
２
３
８

手
作
り
絵
本
展田

無
絵
本
を
考
え
る
会

　

文
・
絵
・
製
本
、
す
べ
て
自
分
た

ち
で
製
作
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
気

軽
に
手
に
と
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

11
月
14
日
（月）
〜
17
日
（木）
／
10
時
〜
17

時
／
田
無
庁
舎
２
階
展
示
コ
ー
ナ
ー

／
萩
原
☎
042
・
464
・
２
０
２
０　

子
ど
も
に
迷
惑
を
か
け
な
い
終
活

〜
遺
言
、
相
続
、
後
見
セ
ミ
ナ
ー
〜

豊
か
な
老
い
じ
た
く
を
考
え
る
会

　

老
後
は
病
気
、
介
護
、
相
続
な
ど

心
配
が
い
ろ
い
ろ
。
遺
言
作
成
、
相

続
手
続
き
、
成
年
後
見
な
ど
の
個
別

相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

基
礎
：
11
月
22
日
（火） 

10
時
〜
12
時
、

応
用
：
11
月
25
日
（金） 

13
時
半
〜
15

時
半
／
田
無
公
民
館
／
講
師
：
原
孝

雄
・
中
野
浩
太
郎
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
終
活
支

援
セ
ン
タ
ー
）
／
要
予
約
／
有
馬
☎

090
・
8
8
0
9
・
4
6
1
7

第
44
回　

西
美
展

西
東
京
美
術
会

　

和
洋
絵
画
、
美
術
工
芸
作
品
を
多

数
展
示
し
ま
す
。
午
後
２
時
か
ら
作

品
制
作
の
無
料
講
習
を
実
施
し
ま
す
。

11
月
22
日
（火）
〜
27
日
（日）
／
10
時
〜
17

時
（
初
日
12
時
か
ら
最
終
日
16
時
ま

で
）
／
コ
ー
ル
田
無
／
竹
内
☎
042
・

422
・
７
７
４
３

第
９
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
カ
ラ
オ
ケ
大
会

西
東
京
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
会

　

皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
衣
装
を
工
夫

さ
れ
、
す
ば
ら
し
い
歌
声
を
披
露
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
聴
き
に
来

て
く
だ
さ
い
。

11
月
24
日
（木）
／
10
時
半
〜
17
時
／
保

谷
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
／
宮
﨑
☎
090
・

７
０
０
６
・
４
０
９
１

ほ
め
る
よ
り
、
一
緒
に
よ
ろ
こ
ぶ

〜
ア
ド
ラ
ー
流　

子
育
て
〜

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

ま
ち
か
ど
保
健
室

　

ア
ド
ラ
ー
流
子
育
て
っ
て
、
お
母

さ
ん
も
お
子
さ
ん
も
気
が
楽
に
な
る

よ
う
で
す
。
や
る
気
ス
イ
ッ
チ
が
う

ま
く
押
せ
た
ら
互
い
に
幸
せ
で
す
ね
。

11
月
26
日
（土）
／
13
時
半
〜
16
時
／
西

東
京
市
民
会
館
／
講
師
：
成
瀬
夕
子

（
勇
気
づ
け
親
子
心
理
学
講
座
講
師
）

／
参
加
費
300
円
／
50
人
（
要
申
込
・

申
込
順
）
／
喜
田
☎
042
・
421
・
２
０

８
９　

第
７
回　

定
期
演
奏
会

ウ
イ
ン
ズ
パ
ス
ト
ラ
ー
レ
楽
団

　

ゲ
ス
ト
に
『
し
ゅ
わ
ク
ラ
ブ
し
ゅ

わ
に
ゃ
ん
』
の
み
な
さ
ん
を
お
迎
え

し
て
お
届
け
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
誘

い
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

11
月
26
日
（土）
／
13
時
半
開
場
・
14
時

開
演
／
保
谷
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
／
西

原
☎
042
・
424
・
４
４
８
１

ト
リ
ム
の
つ
ど
い
（
シ
ニ
ア
向
け
健

康
講
座
）
と
会
員
に
よ
る
発
表

西
東
京
市
ト
リ
ム
連
合
会

　

老
い
て
も
足
で
歩
く
ま
ち
。
老
い

て
も
口
か
ら
食
べ
る
ま
ち
西
東
京
。

こ
の
目
標
に
力
を
そ
そ
ぐ
、
田
無
病

院
長
の
話
を
聞
い
て
元
気
百
倍
。

11
月
28
日
（月）
／
13
時
半
〜
16
時
／
西

東
京
市
民
会
館
／
講
師
：
丸
山
道
生

／
小
野
☎
042
・
462
・
１
７
１
５

事
業
目
的
、
達
成
目
標
、
学
習
内
容

な
ど
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
講

座
実
施
後
に
は
、
目
標
の
達
成
度
、

参
加
者
の
評
価
、
担
当
者
の
自
己
評

価
な
ど
が
「
事
業
報
告
書
」
と
し
て
、

提
示
さ
れ
て
き
ま
す
。

今
年
度
は
、
平
成
28
年
３
月
の
公

民
館
運
営
審
議
会
の
場
で
、
館
長
よ

り
、「
西
東
京
市
公
民
館
の
主
催
事

業
に
お
け
る
市
民
と
の
協
働
・
市
民

参
加
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
諮
問
が

あ
り
ま
し
た
。
公
民
館
運
営
審
議
会

と
し
て
は
、
答
申
の
た
め
の
「
起
草

委
員
会
」
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

を
立
ち
あ
げ
、
毎
月
１
回
の
臨
時
の

委
員
会
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

毎
月
の
定
例
の
公
民
館
運
営
審
議

＊
金
額
の
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料
で
す
。

・
我
が
儘
な
娘
も
い
つ
か
母
親
に
　
　
　
　
上
田
政
和

・
母
ご
こ
ろ
過
不
足
衡
る
秤
り
無
い
　
　
　
啓
恭

・
卒
寿
母
な
お
凜
と
し
て
米
を
研
ぐ
　
　
　
内
田
冨
美
子

11月１日　灯台記念日
1868（明治元）年のこの日に、日本初の
洋式灯台である観音崎灯台（神奈川県
横須賀市）が起工されたことを記念し
て、1949（昭和24）年に海上保安庁が制
定しました。
てりやき・じょーんず（住吉町在住）

子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い
て
３
カ

月
ほ
ど
学
ん
だ
。自
分
と
は
縁
遠
い

話
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、背
景
に
あ

る
社
会
問
題
を
た
ど
っ
て
い
く
と
自

分
に
も
関
係
の
あ
る
こ
と
ば
か
り
。

他
人
事
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。 （
あ
）

ひ
ば
り
が
丘
親
子
囲
碁
サ
ー
ク
ル

小
学
生
を
中
心
と
し
て
、保
護
者
も
一

緒
に
囲
碁
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

毎
週
土
曜
日
／
10
時
〜
12
時
／
ひ
ば

り
が
丘
公
民
館
／
月
額
250
円
／
山
田

☎
042
・
465
・
１
０
８
１

コ
ス
モ
ス

一
緒
に
楽
し
く
歌
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？
新
し
い
歌
が
覚
え
ら
れ
ま
す
よ
。

月
３
回
水
曜
日
／
13
時
半
〜
16
時
／

田
無
公
民
館
／
月
額
２
千
円
／
松
山

☎
042
・
463
・
９
５
６
０

高
齢
者
男
の
料
理
教
室

若
返
り
の
レ
シ
ピ
で
楽
し
く
お
し
ゃ

べ
り
し
ま
し
ょ
う
。

第
２
月
曜
日
／
13
時
〜
16
時
／
保
谷

駅
前
公
民
館
ほ
か
／
入
会
金
千
円
・

月
額
２
千
円
／
田
村
☎
090
・
９
９
７

０
・
６
６
３
２

保
谷
混
声
合
唱
団

音
楽
好
き
な
ら
コ
ー
ラ
ス
が
初
め
て

で
も
Ｏ
Ｋ
。
親
切
に
指
導
し
ま
す
。

毎
週
金
曜
日
／
19
時
〜
21
時
／
柳
沢

公
民
館
ほ
か
／
入
会
金
千
円
・
月
額

４
千
円
（
学
生
２
千
円
）
／
大
津
☎

042
・
462
・
１
３
９
５

高
嶺
会

登
山
愛
好
サ
ー
ク
ル
で
す
。
体
験
山

行
も
で
き
ま
す
。
例
会
見
学
歓
迎
。

山
行
：
月
４
〜
５
回
／
例
会
：
第
１

木
曜
日
19
時
〜
20
時
半
／
田
無
庁
舎

ほ
か
／
年
額
２
千
円
／
友
野
☎
042
・

469
・
２
３
６
２

西
東
京
風
の
会

文
学
、
社
会
問
題
を
学
習
し
、
楽
し

く
い
そ
し
ん
で
い
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

第
４
火
曜
日
／
14
時
〜
16
時
／
田
無

公
民
館
／
年
額
千
円
／
小
林
☎
042
・

424
・
０
４
４
５

パ
ン
ジ
ー
英
会
話

初
・
中
級
ク
ラ
ス
！
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
の

先
生
と
レ
ッ
ス
ン
。
体
験
Ｏ
Ｋ
！

毎
週
水
曜
日
／
19
時
〜
21
時
／
柳
沢

公
民
館
／
入
会
金
２
千
円
・
月
額
４

千
円
／
椛
島
☎
090
・
８
８
４
７
・
９

３
８
４

ひ
ま
わ
り
会

歌
唱
力
ア
ッ
プ
、
ス
ト
レ
ス
解
消
、

楽
し
く
カ
ラ
オ
ケ
を
歌
い
ま
し
ょ
う
。

月
２
回
土
曜
日
／
14
時
15
分
〜
16
時

15
分
／
谷
戸
公
民
館
／
入
会
金
千

円
・
月
額
３
千
円
／
酒
井
☎
042
・

422
・
７
４
２
９

着
付
け
を
学
ぶ
会

着
物
は
初
め
て
と
お
っ
し
ゃ
る
方
も

一
緒
に
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
？

月
２
回
金
曜
日
／
10
時
〜
12
時
／
保

谷
駅
前
公
民
館
／
入
会
金
千
円
・
月

額
２
千
円
／
川
俣
☎
042
・
424
・
４
０

６
７

大
正
琴
ク
ロ
ー
バ
ー

お
琴
（
琴
伝
流
）
で
合
奏
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。
初
心
者
の
方
大
歓
迎
。

月
２
回
月
曜
日
／
９
時
半
〜
13
時
／

保
谷
駅
前
公
民
館
／
月
額
３
千
円
／

若
林
☎
042
・
448
・
１
０
１
０

　

公
運
審
で
の
審
議
や
活
動
内
容
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
定
例
会
開
催
日
】

７
月
27
日
・
８
月
24
日

六
月
書
道
会

書
道
・
ペ
ン
習
字
を
マ
イ
ペ
ー
ス
で

楽
し
み
な
が
ら
学
び
ま
せ
ん
か
！

第
１
・
３
月
曜
日
／
10
時
〜
12
時
／

柳
沢
公
民
館
／
入
会
金
２
千
円
・
月

額
２
千
円
／
後
藤
☎
090
・
５
７
８
１
・

３
３
８
６

パ
ー
レ
フ
ア
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）

体
験
会
や
っ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
楽

し
く
踊
り
ま
し
ょ
う
。

月
３
回
月
曜
日
／
13
時
〜
15
時
／
ア

ス
タ
市
民
ホ
ー
ル
／
入
会
金
千
円
・

月
額
３
千
円
／
山
口
☎
042
・
424
・
４

８
９
３

　

平
成
29
年
１
月
１
日
号
と
２

月
１
日
号
の
原
稿
締
め
切
り
日

は
、
年
末
年
始
の
休
日
の
関
係

で
左
記
の
と
お
り
変
更
と
な
り

ま
す
。
掲
載
を
希
望
す
る
サ
ー

ク
ル
は
、
お
早
め
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

１
月
１
日
号　

11
月
15
日
（火）

２
月
１
日
号　

12
月
15
日
（木）

　

ひ
ば
り
が
丘
公
民
館
で
は
、

平
成
29
年
１
月
下
旬
ま
で
の
予

定
で
外
壁
補
修
・
屋
上
防
水
工

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
工
事
期

間
中
、
駐
輪
場
の
使
用
制
限
や

騒
音
、
異
臭
な
ど
で
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

韓
国
語
を
学
ぶ
会

一
緒
に
韓
国
語
を
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

見
学
随
時
。
初
級
・
中
級
・
上
級
別
。

毎
週
日
曜
日
／
９
時
半
〜
13
時
／
田

無
公
民
館
／
入
会
金
千
500
円
・
月
額

３
千
500
円
／
中
村
☎
042
・
421
・
８
５

４
０

公
運
審
は
い
ま

わ

ま
ま

は
か

は
か

ひ
ろ    

や
す

り
ん

か
ば
し
ま

な
る
せ

サークル
から

催
し
物
案
内

サークル
から

会 

員 

募 

集

編
集
後
記

〜
７
・
８
月
活
動
報
告
〜

公
運
審
委
員　

野
間　

春
二

公
運
審
は
い
ま

「
公
民
館
だ
よ
り
」の
原
稿
締

め
切
り
が
早
ま
り
ま
す

ひ
ば
り
が
丘
公
民
館

改
修
工
事
の
お
知
ら
せ

西東京市公民館だより2016. 11. 1 （4）

時とき 場ところ 内 内容 連 連絡先


